
シェアリングエコノミー
わが国において観光分野におけるシェアリングエコノミー（共有型経済）が新たな成長領域として
注目されています。シェアリングエコノミーとは、典型的には個人が保有する有形･無形の遊休資産
の貸出しを主にウェブ上のプラットフォームを通じて、仲介するサービス全般のことを言います。経済
面で捉えると貸主は遊休資産活用による収入を得る、借主は所有することなく利用できるというメリッ
トがあります。シェアリングエコノミーが既存のレンタルサービスと大きく異なるのは、貸主と借主の関
係において両者がコミュニケーションを通じて人的関係を構築できる点にあります。
シェアリングエコノミーの代表的なものとして挙げられるのが、民泊です（注）。民泊は旅行者が一
般の民間住宅の空き部屋に有償で宿泊することです。欧米では、ウェブを用いて遊休居住スペース
の所有者と宿泊希望者をマッチングする民泊のビジネスモデルが急成長しています（図表１）。わが
国では、地域を限って規制を緩める国家戦略特区での民泊を解禁し、2016年１月末に東京都大田
区が活用を始めました。そのほか、一般ドライバーが自家用車をタクシー代わりに提供するライドシェ
アについても国家戦略特区を改正、活用し過疎地などで認める方向で検討されています。
観光分野でこのような新しい動きが出てきている背景には、訪日外国人客の急増が挙げられます。

2015年の訪日外国人客は前年比47％増加の1,974万人に上り、大都市圏を中心に宿泊施設の不
足等が急速に顕在化しました。今後を展望しても、2020年の東京オリンピック、パラリンピックを契機
に訪日外国人客に関するマーケットの一層の拡大が見込まれるなか、受入体制の整備が喫緊の課
題となっています。加えて、地方創生の一環で訪日外国人客の地方誘客が課題となるなか、民泊や
ライドシェアはその課題解決に寄与すると考えられています。
シェアリングエコノミーの世界の市場規模は、英国の会計コンサル大手PwCによると2013年の
150億ドルから2025年には3,350億ドルへと拡大すると見込まれています（図表２）｡観光分野での
シェアリングエコノミーは今後わが国の成長戦略の一翼を担うことが期待されており、規制緩和や信
頼性の確保・利便性向上に向けた官民双方の更なる取組が進むことにより、わが国でも利用が拡
大していくとみられます。
（注）観光分野以外では、代表的なものとして家事代行仲介サービスが挙げられる。
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（資料）総務省「平成27年版 情報通信白書」、Airbnbホームページ
（ 注 ）Airbnbは2008年サービス開始、2016年3月現在の登録数は世界
　　　190ヵ国余、約3万4千都市の200万超に上る。

（資料）PwC「The Sharing Economy　-Consumer Intelligence Series」
（ 注 ）旅行、自動車、金融、人材、音楽・ビデオ配信の５分野が対象。

図表１ Ａｉｒbnb（米国）の空き部屋等マッチングサービス例 図表２ シェアリングエコノミーの世界の市場規模
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メンタルヘルスとコミュニケーション
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１．職場でのコミュニケーション
職場でのコミュニケーションは、同僚間、上司

と部下などコミュニケーションを構成している
人によって様々であります。メンタルヘルスに
関して、身体のように発熱や疼痛などのわかり
やすい症状がないため、メンタル不調を判断す
ることは難しいですが、普段の何気ない会話や
お茶や食事といった場面で取り交わされる会話
から、その人のメンタル不調を感じとることが
でき、コミュニケーションを通じてこころの健
康状態を知ることができます。

２．人の話を上手に聞くこと
良い職場環境の一つとして、「上司に相談しや

すい環境」という項目があります。職場環境の中
で重要なのは人間関係であり、これは様々な調
査・研究からも明らかとなっています。コミュニ
ケーションでは、「話す」ことより「聞く」ことのほ
うが難しいといわれており、管理職に限らず、「相
手の話を聞く」ということは重要といえます。

３．話を聞くうえで大切なこと（受容・共感・傾聴）
相談や悩みを聞くうえで、受容・共感・傾聴は、

もっとも基本的な態度であるといえます。
①受容とは、相手の気持ちや考えを否定せず、

ありのままを受け入れることです。たとえ心に
引っかかることがあっても、途中で相手の話を
さえぎったりせず、とにかく最後まで相手の話
を聞くことを心掛けます。話も聞かないでされ
るアドバイスは、たとえそれが正しいもので
あっても、本人には押しつけや説教としか感じ
られず、受け入れられることはできません。

②共感とは、「あたかも自分が相手であったら
…」と相手の感情を感じながら話を聞くことで
あり、言いかえれば相手の“内側”から相手を理
解しようとすることです。自分にとってさほど
重大とは思われないような問題であっても、そ
の人にとって大きな苦しみとなっていることが
あります。100％完全に理解することはできない
かもしれませんが、理解しようとする態度が重
要となります。
③傾聴には、様々な技術がありますが、その一

つに「感情への応答」というものがあります。感
情への応答とは、受容・共感で感じた相手の感情
をとらえて伝え返すことです。これにより、共感
的理解が相手に伝わり、話を聞いてもらうだけ
でも「わかってもらえた」と感じることができ、
それだけで気持ちが楽になることがあります。

悩みや不安などは、実は普段の何気ないコ
ミュニケーションの中で解決されていることも
多く、その後の大きな問題に発展することなく、
メンタル不調の予防につながっていることがあ
ります。お互いが聞き上手になることは、良い職
場環境にもつながると考えられます。

図１ 話を聞く時の基本的態度
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